
★自分が管理している農地では GMO は栽培しません★ 

☆ＧＭ作物の栽培やＧＭ食品の生産・販売を拒否する「ＧＭＯフリーゾーン宣言者」を支援します☆ 

GMO フリーゾーン宣言をしましょう！ 
 

埼玉県の耕作面積は約 84000ha。目指そう 900ha！ 
        

GMOフリーゾーンとは、「遺伝子組み換え作物を栽培しません」、「遺伝子組み換え作物を使用しません」

という地域のことをいいます。生活クラブでは、埼玉県内の組合員・一般の方、生産者などを対象に、ＧＭＯ

フリーゾーン登録運動を行っています。遺伝子組み換え作物、遺伝子組み換え食品を嫌だと思う方は、ぜひＧ

ＭＯフリーゾーン登録をしましょう。  

ＧＭＯフリーゾーン登録運動には、①GMOフリーゾーン宣言と②GMOフリーゾーンサポーター宣言の２種

類があります。  

①GMOフリーゾーン宣言(農地・山林など) 
農地（農業者）・山林・牧場・食品を扱う店舗などをお持ちの方は、その所在地、面積を  

登録します。 

②ＧＭＯフリーゾーンサポーター宣言 
農地を持たない消費者で、「遺伝子組み換え食品を買いたくない・食べたくない」、「遺

伝子組み換え作物を栽培してほしくない」、と思う人はＧＭＯフリーゾーンサポーター宣

言をし、お名前を登録します。 
 

≪ＧＭＯフリーゾーン宣言≫ 

１、私は、自らが管理する地域で遺伝子組み換え作物を栽培しないことを宣言します。 

 ＊流通業者などの場合、私は、自らが管理する地域で遺伝子組み換え食品を取り扱わないことを宣言します。 

２、私は、自らの意志を示すために看板を掲げます。 

 ＊あるいは、私は、あらゆる場面で自らの意志を示します。 

３、私は、種苗業者に対して種子や苗が遺伝子組み換え品種によって汚染されていないよう求めます。 

 ＊あるいは、私は、食品を扱う人たちに遺伝子組み換え原料を使用しないよう求めます。 

４、私は、周囲の人たちにＧＭＯフリーゾーンに参加するように働きかけます。 

５、私は、遺伝子組み換え作物栽培者に対して、私が管理する地域を遺伝子組み換え品種によって汚染しないよう

求めます。 

  ＊あるいは、私は、遺伝子組み換え作物を扱う人たちに、私が作ったり食べたりする食品を遺伝子組み換え原料

で汚染しないよう求めます。 

６、私は、ＧＭＯフリーゾーンを支持し、広めるように周囲に働きかけます。 

＊ＧＭＯフリーゾーン宣言・サポーター宣言される方は、下記宣言用紙にご記入の上、提出してください。 

≪2015 年以前に登録された方は、再登録をお願いします！ 重複された方は、新たな宣言内容で更新します>> 

          生活クラブ生活協同組合 201８年 

 

ＧＭＯフリーゾーン宣言・サポーター宣言をします！ 

 
201812 

①GMO プリーゾーン宣言 ・ ②サポーター宣言←どちらかに○をつけて下さい。 宣言日    年   月   日 

登録者 電話番号 組合員コード 

①GMO フリーゾーン宣言 ②GMO フリーゾーンサポーター宣言 

GMO フリーゾーン宣言 所在地（住所）：*番地までは記載しなくて OK 

 

 

種類：・農地（農業者） ・山林 ・牧場 ・食品を扱う店舗 

 

ＧＭ作物やＧＭ食品に反対し、ＧＭ作物の栽

培やＧＭ食品の生産・販売を拒否する「ＧＭ

Ｏフリーゾーン宣言者」を支援する「ＧＭＯ

フリーゾーンサポーター」になることを宣言

します。 
 面積       ㎡（      坪） 

メッセージ（運動推進へのエール・個人の思いなど） 

 

 

 

＊このメッセージを「COMEON かもん」、HP などで GMO フリーゾーン宣言・サポーター宣言の呼びかけ等に使う場合があります。 

必ず記入をお願いします→ メッセージ使用 可・不可  名前掲載：本名 OK・ペンネーム（           ）・不可 

き り と り 

GMO＝遺伝子

組み換え作物 


